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2023 年 10 月 24 日 

各    位 

  会 社 名  株式会社 不 二 家 

 代表者名  代表取締役社長  河村 宣行 

（コード番号 2211  東証プライム）

 問合せ先 常務執行役員総務人事本部長 佐野 正樹 

  （TEL． 03－5978－8100）   

当社の親会社 山崎製パン株式会社

代表者名  代表取締役社長  飯島 延浩 

（コード番号 2212  東証プライム）

2023年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2023 年 7 月 28 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの
でお知らせいたします。 

記

１.2023 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正 

（単位：百万円、％） 

売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） １０６,０００ ３,１００ ３,９００ ２,４００ ９３円１１銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １０６,０００ ２,２００ ３,０００ １,４００ ５４円３１銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ０ △９００ △９００ △１,０００ － 

増 減 率（％） ０．０％ △２９．０ △２３．１ △４１．７ － 

（ご参考）前期実績 

（2022 年 12 月期） 
１００,６１４ ４,３３４ ５,５４５ ３,３７６ １３０円９９銭 

２.修正の理由

第３四半期連結会計期間（７月１日～９月 30 日）の売上は、単体の洋菓子事業、レストラン事業が
順調に推移したものの、製菓事業では価格改定品の売上不振に加え、猛暑の影響もあって計画を下回
り、厳しい状況となりました。 

利益面では、想定を上回る原材料価格の高騰や製菓事業における大袋製品の販売数量の減少、洋菓
子事業におけるＦＣ店減少及び在庫抑制による生産高の減少が大きく影響しました。 

第４四半期連結会計期間（10 月１日～12 月 31 日）の業績につきましては、洋菓子事業におけるク
リスマスケーキの予約状況など現時点の好調な需要動向、菓子事業における大袋製品の増量をはじめ
とする様々な営業施策の実施により増益となる見込みであります。

第３四半期連結会計期間の業績を踏まえ 2023 年７月 28 日に公表しました通期の営業利益、経常利
益及び親会社株主に帰属する当期純利益について修正いたします。 

以  上 


